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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期
第３四半期
累計期間

第45期
第３四半期
累計期間

第44期

会計期間
自 平成27年９月１日

至 平成28年５月31日

自 平成28年９月１日

至 平成29年５月31日

自 平成27年９月１日

至 平成28年８月31日

売上高 （千円） 3,365,069 3,765,187 4,595,934

経常利益 （千円） 139,288 100,718 160,494

四半期（当期）純利益 （千円） 86,225 61,987 102,941

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 276,831 527,614 276,883

発行済株式総数 （株） 3,854,500 4,820,200 3,854,900

純資産額 （千円） 760,529 1,347,022 777,349

総資産額 （千円） 3,054,911 3,550,984 3,113,155

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 22.43 13.64 26.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 22.25 13.56 26.56

１株当たり配当額 （円） － － 8.00

自己資本比率 （％） 24.9 37.9 25.0
 

 

回次
第44期

第３四半期会計期間
第45期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成28年３月１日

至　平成28年５月31日

自　平成29年３月１日

至　平成29年５月31日

１株当たり四半期純利益金額　　　　（円） 5.04 7.15
 

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下の通りです。

　第1四半期会計期間において、小田急電鉄株式会社への当社株式の第三者割当増資により、平成28年11月18日付で同

社は当社のその他の関係会社となりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)  業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が進み、消費者マインドに持ち直しの動

きが見られるなど緩やかな回復基調が続いておりますが、海外の政情不安等もあり、依然として先行き不透明な

状況で推移いたしました。

このような状況下、当社におきましては、開発が遅れておりましたＯＥＭ商品の販売を開始するなど、利益率

の向上にも取り組む一方、顧客満足度の向上による他サイトとの差別化を図るべく、各種施策を実施した結果、

Yahoo!ショッピングにおいて2016年間ベストストアのレディースファッション部門１位を、Wowma（旧DeNA）にお

いてベストショップ大賞2016にてインナー・ルームウェアカテゴリ賞をそれぞれ受賞することができました。

また、小田急電鉄株式会社との資本業務提携のメリットを享受するべく、乗降客向け紙媒体におけるクーポン

キャンペーンの実施や、車両内への広告の掲出を行うとともに、同社グループとの間で、さらなる連携を深める

ための施策につき協議を重ねてまいりました。

この結果、第３四半期累計期間における売上高は3,765,187千円（前年同期比11.9％増）、営業利益は137,131

千円（前年同期比5.5％減）、経常利益は100,718千円（前年同期比27.7％減）、四半期純利益は61,987千円（前

年同期比28.1％減）となりました。

　なお、当社は、ＷＥＢサイトでのインナーショップ事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載

はしておりません。

 
(2)  財政状態の分析

（資産）

当第３四半期会計期間末の資産合計は、3,550,984千円となり、前事業年度末と比較して437,829千円の増加と

なりました。

　流動資産は1,688,077千円となり、前事業年度末と比較して421,192千円の増加となりました。その主な要因

は、商品の増加（前事業年度末より228,130千円増加）、現金及び預金の増加（前事業年度末より146,828千円増

加）、売掛金の増加（前事業年度末より26,667千円増加）及び繰延税金資産の増加（前事業年度末より12,771千

円増加）によるものであります。

　固定資産は1,862,907千円となり、前事業年度末と比較して16,637千円の増加となりました。その主な要因は、

繰延税金資産の増加（前事業年度末より37,978千円増加）、ソフトウエアの減少（前事業年度末より12,746千円

減少）及び減価償却による建物（純額）の減少（前事業年度末より14,767千円減少）によるものであります。

（負債）

当第３四半期会計期間末の負債合計は2,203,962千円となり、前事業年度と比較して131,842千円の減少となり

ました。

流動負債は922,486千円となり、前事業年度末と比較して22,805千円の減少となりました。その主な要因は、買

掛金の増加（前事業年度末より113,449千円増加）、支払手形の増加（前事業年度末より32,403千円増加）、未払

費用の増加（前事業年度末より17,334千円増加）、賞与引当金の増加（前事業年度末より16,943千円増加）及び

短期借入金の減少（前事業年度末より200,000千円減少）によるものであります。

固定負債は1,281,476千円となり、前事業年度末と比較して109,037千円の減少となりました。その主な要因

は、長期借入金の減少（前事業年度末より103,746千円減少）によるものであります。
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（純資産）

当第３四半期会計期間末の純資産合計は1,347,022千円となり、前事業年度末と比較して569,672千円の増加と

なりました。その主な要因は、第三者割当増資により資本金及び資本剰余金がそれぞれ増加（前事業年度末より

各250,484千円増加）したこと、四半期純利益の計上と繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理の方法の一部

の見直しに伴い利益剰余金が増加（前事業年度末より99,089千円増加）したこと及び配当金の支払いにより利益

剰余金が減少（前事業年度末より30,839千円減少）したことによるものであります。

 

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 

(4)  研究開発活動

該当事項はありません。

 
(5) 主要な設備

当第３四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計画の著しい

変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,800,000

計 12,800,000
 

 

②  【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年７月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,820,200 4,820,800
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら限
定のない当社の標準と
なる株式で、単元株式
数は 100 株 でありま
す。

計 4,820,200 4,820,800 － －
 

（注） 「提出日現在発行数」には、提出日の属する月（平成29年７月１日から当四半期報告書提出日まで）に新株予約

権の行使により発行された株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年３月１日～
平成29年５月31日

― 4,820,200 ― 527,614 ― 517,614
 

（注）平成29年６月１日から平成29年６月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が600株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ78千円増加しております。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

　平成29年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,819,300 48,193 （注）１

単元未満株式 普通株式 900 － （注）２

発行済株式総数  4,820,200 － －

総株主の議決権 － 48,193 －
 

（注）１　権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 ２　単元未満株式数には自己株式64株が含まれています。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成29年２月28日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

 

②【自己株式等】

　平成29年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
 

(注) 単元未満株式の買取請求による取得に伴い、当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は64株となっております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年３月１日から平成29年

５月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年９月１日から平成29年５月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、PwC京都監査法人による四半期レビューを受けております。なお、従来、当社が監査証明を受けている京都監査

法人は、平成28年12月１日に名称を変更し、PwC京都監査法人となりました。

 

３. 四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年８月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 154,035 300,864

  売掛金 309,051 335,718

  商品 711,925 940,055

  貯蔵品 15,671 14,666

  前渡金 1,104 114

  前払費用 16,258 17,995

  繰延税金資産 20,143 32,914

  未収入金 37,883 45,388

  その他 2,225 1,911

  貸倒引当金 △1,413 △1,552

  流動資産合計 1,266,885 1,688,077

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 481,153 481,903

    減価償却累計額 △116,947 △132,465

    建物（純額） 364,206 349,438

   構築物 18,638 18,638

    減価償却累計額 △10,679 △11,733

    構築物（純額） 7,958 6,905

   機械及び装置 9,136 9,136

    減価償却累計額 △4,263 △4,900

    機械及び装置（純額） 4,873 4,236

   工具、器具及び備品 54,959 59,163

    減価償却累計額 △47,285 △50,658

    工具、器具及び備品（純額） 7,673 8,505

   土地 1,291,928 1,291,928

   リース資産 39,741 39,741

    減価償却累計額 △23,788 △25,477

    リース資産（純額） 15,952 14,263

   有形固定資産合計 1,692,593 1,675,277

  無形固定資産   

   ソフトウエア 84,313 71,567

   無形固定資産合計 84,313 71,567
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年８月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年５月31日)

  投資その他の資産   

   保険積立金 54,378 58,663

   従業員に対する長期貸付金 2,090 1,763

   出資金 813 813

   差入保証金 5,695 8,078

   敷金 5,830 5,830

   破産更生債権等 648 376

   長期前払費用 446 2,873

   繰延税金資産 － 37,978

   貸倒引当金 △539 △313

   投資その他の資産合計 69,363 116,062

  固定資産合計 1,846,270 1,862,907

 資産合計 3,113,155 3,550,984

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 140,348 172,752

  買掛金 253,220 366,669

  短期借入金 200,000 －

  1年内返済予定の長期借入金 138,329 138,329

  リース債務 4,262 4,341

  未払金 131,586 110,135

  未払費用 25,647 42,982

  未払法人税等 15,644 29,692

  未払消費税等 2,673 3,193

  預り金 3,641 4,181

  賞与引当金 23,931 40,875

  返品調整引当金 570 3,024

  ポイント引当金 1,545 1,709

  その他 3,889 4,598

  流動負債合計 945,291 922,486

 固定負債   

  長期借入金 1,255,839 1,152,092

  リース債務 4,736 1,470

  長期未払金 7,500 2,319

  役員退職慰労引当金 121,505 124,784

  資産除去債務 800 808

  繰延税金負債 131 －

  固定負債合計 1,390,514 1,281,476

 負債合計 2,335,805 2,203,962
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年８月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年５月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 276,883 527,614

  資本剰余金   

   資本準備金 266,883 517,614

   資本剰余金合計 266,883 517,614

  利益剰余金   

   利益準備金 1,500 1,500

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 232,083 300,333

   利益剰余金合計 233,583 301,833

  自己株式 － △39

  株主資本合計 777,349 1,347,022

 純資産合計 777,349 1,347,022

負債純資産合計 3,113,155 3,550,984
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成28年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
　至 平成29年５月31日)

売上高 3,365,069 3,765,187

売上原価 2,000,182 2,299,073

売上総利益 1,364,886 1,466,114

返品調整引当金繰入額 44 2,454

差引売上総利益 1,364,842 1,463,659

販売費及び一般管理費 1,219,680 1,326,528

営業利益 145,161 137,131

営業外収益   

 受取利息 45 33

 為替差益 232 －

 債務勘定整理益 23 230

 協賛金収入 1,517 474

 助成金収入 764 335

 償却債権取立益 50 30

 開発支援金 － 700

 雑収入 603 298

 営業外収益合計 3,236 2,101

営業外費用   

 支払利息 7,893 8,757

 為替差損 － 432

 支払手数料 － 25,709

 株式交付費 － 2,410

 コミットメントフィー 696 736

 雑損失 520 467

 営業外費用合計 9,110 38,514

経常利益 139,288 100,718

特別損失   

 訴訟関連損失 － 7,900

 特別損失合計 － 7,900

税引前四半期純利益 139,288 92,818

法人税、住民税及び事業税 49,395 44,609

法人税等調整額 3,667 △13,779

法人税等合計 53,062 30,830

四半期純利益 86,225 61,987
 

EDINET提出書類

株式会社白鳩(E30504)

四半期報告書

11/17



【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(会計方針の変更等)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日。以下「回

収可能性適用指針」という。）を第１四半期会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理の

方法の一部を見直しております。

回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項（3）①から③に該当する定めを適用した場合の

繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前事業年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を、第１四半

期会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。

この結果、第１四半期会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）が37,101千円、利益剰余金

が37,101千円増加しております。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 
(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
 至 平成28年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
 至 平成29年５月31日)

減価償却費 32,618千円 40,276千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自 平成27年９月１日 至 平成28年５月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月27日
定時株主総会

普通株式 28,789 7.50 平成27年８月31日 平成27年11月30日 利益剰余金
 

 
２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間（自 平成28年９月１日 至 平成29年５月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月29日
定時株主総会

普通株式 30,839 8.00 平成28年８月31日 平成28年11月30日 利益剰余金
 

 
２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

当社は、平成28年11月18日付で、小田急電鉄株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結

果、当第３四半期累計期間において資本金が250,484千円、資本準備金が250,484千円増加し、第３四半期会

計期間末において資本金が527,614千円、資本準備金が517,614千円となっております。

また当社は、第１四半期会計期間より、「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準

適用指針第26号 平成28年３月28日）を適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理の方法の一部を

見直しております。これに伴う影響は、「注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、ＷＥＢサイトでのインナーショップ事業の単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

該当事項はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
 至 平成28年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
 至 平成29年５月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 22円43銭 13円64銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 86,225 61,987

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 86,225 61,987

普通株式の期中平均株式数（株） 3,844,352 4,544,213

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 22円25銭 13円56銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 31,250 25,473

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前事業年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年７月14日

株　式　会　社　　白　　鳩

取　締　役　会 御　中

ＰｗＣ京都監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   中　　村　　 　源 　 印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   鍵　　　圭　一　郎 　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社白鳩の

平成２８年９月１日から平成２９年８月３１日までの第４５期事業年度の第３四半期会計期間（平成２９年３月１日か

ら平成２９年５月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２８年９月１日から平成２９年５月３１日まで）に係る

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社白鳩の平成２９年５月３１日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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